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1. エグゼクティブサマリー

2026年第1四半期の中国燃料電池産業は、政策面で重大な転換点を迎えた。3月に工信部·財政部·発改委の三部門が「水素エ

ネルギー総合応用試験工作」の通知を発出し、単一都市群あたり最大16億元の補助金枚組みが創設された。これは従来の「示

範都市群」施策から、水素の多元応用（化工·冶金·発電·船舶）への拡張を意味し、燃料電池産業全体に大きな追い風とな

る。

■ 重要トピックTOP7

◆ 三部門「水素エネルギー総合応用試験」通知発出（都市群あたり最大16億元）

◆ 亿华通が300kW第三世代FCエンジン「M30+」を発表（部品国産化率100%）

◆ 国鸿氢能が136台のFC重卡を河北物流企業に納入（東風柳汽製）

◆ 2030年FC車保有台10万台目標が公式化（2025年比倍増）

◆ 潮州三環がSOFC電解質隔膜·SOFC電堆のグローバル主要サプライヤーに成長

◆ 加水素ステーション累計631座突破（2025年新規94座）

◆ 十五五規划で水素が「前沿探索」から「規模化未来産業」に格上げ

■ 四半期の流れ：12月は年末に向けた大型訂単ラッシュが続き、1週間で1,400台のFCトラック·バス発注が集中した。1月は『

エネルギー法』施行（水素初のエネルギー法明記）と新エネルギー商用車補助金開始が重なり、業界全体に楽観ムードが広が

った。2月は亿华通M30+発表や政府工作報告での水素言及が注目を集め、3月は水素総合応用試験通知で四半期を締めくくった

。

■ 技術トレンド

PEMFCは引き続き市場シェア67.7%を占め、重卡·物流車を中心に拡大が続く。亿华通のM30+（300kW）は質量出力密度900W/

kg突破で世界トップクラス。部品国産化は電堆·システムで100%達成だが、触媒·PEM膜·ガス拡散層などのコア材料は依然

として輸入依存が残る。SOFCは商業化初期段階で、潮州三環が全技術チェーン（材料～システム）を掛持し、50kW級システ

ムを量産段階に乗せた。華清京昆は1kW～100kWまでの製品ラインナップを揃え、SOFC全産業チェーン貫通を国内初で実現し

た。

■ 市場データサマリー

指標 2025年末実績 2030年目標 備考

FC車累計販売 約4万台 10万台 新試験通知目標

加水素ステーショ

ン

631座 1,200座以上 広東·山東がリード

水素価格（終端） 30～60元/kg 25元/kg以下 優位地域15元/kg

FCシステム価格 約4,000～6,000元/k

W

3,000元/kW以下 量産効果で低下中

SOFC市場規模 8.65億元 46.15億元（2032年

）

CAGR約27%

FC市場成長率 CAGR 12.4% — 世界最高水準
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1b. FC種別技術比較

方式 主用途 出力範囲 中国主要プレーヤー 商業化段階

PEMFC 車載·ドローン·定置 1kW～300kW 亿华通·国鸿氢能·重塑能源 ★★★★

量産拡大期

SOFC 分散型発電·熱電連供 1kW～100kW 潮州三環·華清京昆·西子洁能 ★★ 商業化初期

MCFC 大型発電 100kW～ 一部研究機関 ★ 研究開発段階

AFC/AEM-FC バックアップ·小型 ～10kW 新興スタートアップ ★ 初期探索

■ 今後のマイルストーン展望

時期 予想される動き

2026年Q2 水素総合応用試験の都市群選定結果発表（4月締切→夏選定）

2026年Q3 十五五規划の水素·燃料電池専項規划発表の可能性

2027年 FCシステム価格4,000元/kW目標の達成度評価

2030年 FC車保有台10万台·水素価格25元/kg以下目標
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2. 市場·政策動向

2.1 燃料電池政策（工信部·発改委·十五五）

2026年3月16日、工信部·財政部·発改委は『水素エネルギー総合応用試験工作の開展に関する通知』を発出した。これは「揭

榜掛帥」方式で5つの都市群を選定し、4年間の試験期間で単一都市群あたり最大16億元の補助金を交付する。応用シーンは「1

+N+X生態」を掲げ、燃料電池車（重卡·バス·物流）を汎用シーンとし、N個の工業重点シーン（グリーンアンモニア·水素

化工·水素冶金）、X個の革新シーン（船舶·航空·軌道交通·蓄エネ·分散型発電）を配置する。

政策 時期 内容·インパクト

水素総合応用試験通知 2026年3月 都市羥単位で16億元補助、2030年FC車10万台目標

エネルギー法施行 2025年1月1日 水素が正式にエネルギー管理体系に組み込まれる

政府工作報告で水素言

及

2026年3月 十五五規划で水素を「規模化未来産業」に格上げ

新エネ商用車補助金 2026年1月 新エネルギー貨車最大14万元補助（国六ディーゼル比+3万元）

示範都市群実績 2025年上期時

点

5都市群累計16,633台推進（目標の51.2%）

2.2 示範都市群·補助金動向

従来の5都市群（京津冀·上海·広東·鍱州·河北）の累計実績は、FC車1.5万台以上·加水素ステーション160座·累計走行3.9

億kmを突破した。京津冀都市群が6,191台で目標達成、上海3,627台（72.5%）、鍱州2,513台（56.5%）、広東2,303台（23.0%）、

河北1,999台（25.9%）。中央財政は前2年度で約27.67億元の奨励金を交付しており、広州市は軽型·中型·重型FC車に対してそ

れぞれ0.5·1.0·2.5元/kmの運営補助を実施している。

2.3 インフラ整備（加水素ステーション）

2025年末時点で中国国内の加水素ステーションは累計631座を突破し、2025年単年では94座が新規建設された。広東省と山東省

が全国をリードし、日量360トン以上の累計充填能力を有する。2030年には累計1,200座以上の建設が計画されており、新試験通

知では水素価格25元/kg以下（優位地域15元/kg）を目指す。SAMPLE
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